
　　　　「か わ い い お ば あ ち ゃ ん 」

一 女子大生の 「かわいい」の語法に見られる
、

　　　　　ライフコース最終期に関する社会の葛藤する価値観の止揚 一

　　　　　　　　　　　小 　 　原 　 一 　 　馬

                   "CUTE" GRANDMA 

 -- Sublation of Two Conflicting Social Images/Roles  of the Final Term 

of Life Course by Young Female Japanese Concept of "Cuteness (KAWAII)" --

Kazuma KOHARA

　大塚英志が、森の聖なる老人を見舞 う少女たちについて論 じてか ら10年 の時が過ぎた

(「少女達のかわいい天皇」大塚1988)。1992年 には、きんさん ・ぎんさんの100才 の誕生日

を期に、この双子姉妹は国民的アイ ドルの位置へとお しあげられ、「かわいいおばあちゃん ・

お じいちゃん」像は、今や社会にすっかり定着 したように見える。そして、1998年 の資生堂

のCMで は、吉川 ひなのが愛用の化粧品に次のように話 しかけている。「かわいいおばあ

ちゃんになれるまで、一緒に頑張ろうね」と。

　このCMは 次のようなことを象徴 しているかのようだ。

　大塚英志が見た、聖老人の無垢 さと傷つ きやすさへの少女達の共感は、今や彼女達の将来

の理想像になったのだと。

　 しか し大塚英志が少女の 「かわいい文化」に向ける、畏敬の念さえこもったその注視は、

男性知識人たちのなかでは、異端に過 ぎない。

　例えば、 日本の 「かわいい文化」についての代表的な論考の一つである増淵宗一の 『かわ

いい症候群』は、題名の 「症候群」の語が象徴的に示すように、若い女性の 「かわいい文化」

を、オーセ ンティックな価値に従属するB級 文化と捉え、そ うした語の蔓延をある種の社会

的病理現象だと考えている(増 淵1994)。 また 『変体少女文字の研究』で知 られる山根一真

も、『「ギャル」の構造』のなかで、かわいい文化を、若い女性の幼児化だときあっけ、その

世代の女性の退行現象だと捉えている(山 根1986、1991)。 また、これ らの論考に限らず、「か

わいい」は若い女性の語彙の貧困さの象徴として常に批判を浴びっづけてきたω。
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　 にも関わ らず、TBS系 の 「さんまのスーパーか らくりTV」 の 「ご長 寿早 押 しクイ ズ」や

ちびまるこちゃんの 「お じいさん」像などを通 し、 こう した感性 はだんだん と社会全体 に浸

透 しつつ あるよ うに見 える(資 料4　 回答例12、17、42資 料5　 回答例11、15)。

　 本稿 のテーマは、若 い女 性の こうした 「かわいいおば あちゃん ・お じいち ゃん」とい った、

感性 と言語表現 の潜在 的機能 を探 ることである。

仮 　 　 　　説

　 これまで老後に関して二っの対照的なイメージ/価 値観が存在 した。人格的成長の最終的

到達点 としての 「賢者」のイメージ(価 値観A)と 、労働力 としての無力化にともなう 「厄

介者」のイメージ(価 値観B)で ある。前者は長幼の序を尊ぶ、儒教的な伝統の中で育まれて

きており、また、西欧でもエリクソンなどの理論にその反映が見 られる。後者のイメージは、

平均寿命の伸長 による、老人性痴呆症の増加や要介護者の数の増大、また、情報化社会の進

展による個人の中にス トックされる知識の相対的価値低下などによって、社会問題としてク

ローズアップされるに至った。また、民話の 「姥捨て山」はその両方のイメージを表現 して

いるといえる。

　 この二っのイメージ/価 値観をめぐる葛藤は、家族 レベルでいえば、老親と成長 した子供

たちとの間で、これまでの役割期待に双方が応えられなくなる、という安定 した相互作用の

危機でもあるω。

　 もちろんこうした問題は、はるか昔から存在 した し、それに対する我が国における文化的

装置としては、還暦の赤いちゃんちゃんこの儀式や隠居の制度などが今 日まで伝えられてき

たわけである。最近 「発見」された老人力などもその新機軸として考えられる(赤 瀬川　 1998

a)(3)。

　 そして 「かわいいおばあちゃん」もまた、この古 くて新 しい問題の解決の装置として、我々

の社会により利用されはじめたのではないか、というのが、本稿において、最初に立てられ

た作業仮説である。

　 この仮説の前提は次のようなものだ。すなわち 「おばあちゃん ・おじいちゃん」が、「かわ

いい」 という概念で 「被保護対象」として、子供などとひとくくりにまとめあげられること

によって、その価値化が転倒的な形でなされ、旧来の二っの価値観の葛藤が解消されるとい

うことである。

　 この仮説の前提は、次の予備調査の結果一部部分が放棄され、より洗練 された仮説へと置

き換えられることとなった。

予 備 調 査

　この仮説 に関して、まず最初にインターネット上の複数の掲示板を通 じて、老人介護経験

のある若い世代の看護婦 ・看護学生にオンラインで意見をたずねたところ、15人 の方か ら回
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答を得 られた。その全員が、老人に対 して 「かわいい」と感 じたことがあり、またその多く

が、そうした 「かわいさ」が看護の喜びに何 らかの形でっながっていることを書いていた(資

料1　 回答例1な ど)。

　 しか し、その 「かわいさ」の意味合いに関 しては、様々な考えがあることもわかってきた

のである。私の仮説が予期 したように、老人に子供の姿を重ねているようなケースも確かに

見られるのだが(回 答例3な ど)、しか しその一方では、老人の 「かわいさ」は子供のかわい

さとはまた意味合いが違 うという意見も多く見 られた(回 答例4～7な ど)。そうした 「老人

のかわいさ≠子供のかわいさ」派の一人に、Eメ ール交換を通 じてさらにつ っこんでその違

いについてたずねたところ、その老人のもつ愛情や純粋 さに対する、あこがれや尊敬の念が、

「かわいさ」として感 じられる、そういう点が、子供のかわいさとは、違 う、というような趣

旨の回答を得た。そして、その 「かわいさ」に、あこがれや尊敬の気持ちが含まれていると

いう点で、私自身がある種の中年の女性に感じる 「かわいい」という感情とも共通性があり

そうだというような感想を持ったのである。

　そ こで次 のよ うな調 査を企画 した。 ここで 「かわいい同年代、 あるいはそれ以上の男性 」

につ いて もたず ねてい るの は、「かわいいおばあちゃん、お じいち ゃん」「かわ いい中年女性」

のイ メージとの比較 に用 いるためであ る。

調 査 の 概 要

　ここでは、現代女子大学生における 「かわいい」という言葉の語法、特に、従来 「かわい

い」という形容がほとん ど用いられなかったと考え られる年上の男性、中高年の女性(特 に

両親、高齢者)に 対する 「かわいい」の語法について調査を行 っている。

　質問紙は、後述する理由により二種類作 られ、最初の質問紙は1999年6月 に、X大 学とY

大学で教職科 目の教育社会学を受講 した女子学生110名(X大 学38名 、Y大 学72名 、18か

ら20歳)に 配布 ・回収 された(数 字は回収分)。回収率はそれぞれ90%以 上であり、うち性

別の無記入であった2例 と年齢が25歳 以上であった1例 を除いて分析 している。X大 学 は

共学であり、調査対象は人文科学系学部と社会科学系学部に所属 している。Y大 学は女子大

であり、調査対象は人文科学系学部 と家政系学部に所属する。

　二番目の質問紙は1999年9月 に、教職科目の教育社会学を受講 したX大 学の女子学生47

名(18か ら22歳)に 配布 ・回収された(数 字は回収分)。回収率は90%以 上である。うち年

齢が25歳 以上であった1例 を除いて分析 している。変更点とその理由については後述する。

　本稿での発表のデータは、特に述べない限り、第一回目の調査の結果によっている。第二

回目の調査 は一回目の調査の結果の解釈の妥当性をはかるために用いられる。

　第一回目の質問紙(資 料1)は 、1同 年代あるいは年上の男性、2中 年の女性、3お 年

寄 り、4両 親、の4つ のパー トに分かれ、それぞれの対象について、Aそ うした対象をかわ

いいと思 うことがあるかないか、Bか わいい**(例 えば、かわいい同年齢あるいは年上の
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男性)の イメー ジ、Cか わいい**に つ いて個人 的にど う思 うか、　Dそ う した対象 に対 して

「か わいい」と感 じた時、いうのを とどめる ことがあ るかないか、Eと どめ る ことが あるので

あれば、とどあずにい って しま うのはどういう場 合か、F普 段 はかわ いいとは思 えない**

に対 して、 かわいい と感 じることが あるかないか、Gあ ると した らどうい う具体的状況 かを

たずねてい る。(高 齢者 と両親 に関 しては、FとGの 設 問を省 略)。 今回 は、両親 についての

結果 は特 に分析 していない。

調査結果1　 　 かわいい中年女性のイメージ

　まず 「同年代あるいはそれ以上の男性」の場合に比べると 「かわいいと思 うことがある」

という回答 は多少少ないが、それでも74%がYESと 答えている。また、かわいい中年女性

に対 して否定的な回答はほとんど全 くみ られず(3%)、 多 くが 「自分 もそ うなりたい」 と述

べている(資 料3、6)。

　女子大生の 「かわいい中年女性」にっいてのイメージや個人的意見を見ると、「同年代、あ

るいはそれ以上のかわいい男性」のイメージと比べて、決定的に違 う点が二つ存在する。ま

ず第一 に、「同年代、あるいはそれ以上のかわいい男性」のイメージでは頻出 している、「普

段の外面的 ・内面的イメージとのギャップ」をかわいさの条件 とするような回答がほとんど

存在 しないことである(男 性についての回答例は、資料2のIVβ:42-48、 中年女性について

の回答での例外 は資料3:回 答例41)。

　この傾向は、多 くの女子大生にとり、成熟 した女性像と 「かわいさ」との間に何の矛盾 も

感じられないということを示 している(例 外:資 料3　 回答例43、44)。

　第二点は、「同年代、あるいはそれ以上のかわいい男性」のイメージでやはり頻出している

「甘え」を指摘する回答が 「かわいい中年女性」のイメージではほとんど見当たらないことだ

(男性についての回答例は、資料2のH:回 答例10-18、 女性にっいての例外は資料3　 回

答例38-40)。

　この傾向は、女子大生が中年女性に見出す 「かわいさ」が、親子関係に比されるような保

護 ・被保護の上下関係とはまた異なったものであることを意味 している。それはどちらかと

いうと、年長者がより 「上」にあることを前提 とした上で、それにもかかわ らず 「大人ぶ ら

ず」「考え方が若い世代と共通」 して 「近づきやすい」 ことへの賞賛の表現なのだ(資 料3

回答例H)。 「大人」であるにもかかわ らず、自分たちの側にいて くれることを 「かわいい」

として表現しているのである。 これはある種、 グラノヴェッターのいう 「弱い紐帯の強さ」

の認識なのかもしれない。「かわいい中年女性」が、異なる年齢集団間の リンクになっている

ということが推測される。

　ゆえに、女子大生が中年女性に対 して感 じる 「かわいい」は、以下 に見るようなイメージ

の場合も含め、自分が、年長の女性に対 して精神的に優位にあることを確認す るものではな

い。このことは、サンプルの2/3が 、中年女性に対 して 「かわいい」と感 じた時に、「かわい

い」ということをとどめないと答えていることか らもわかる(資 料6、 資料3:回 答例50な

ど)。この割合は、「同年齢あるいはそれ以上の男性」に対 して、「かわいい」ということとど
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めない、 という割合(48%)よ り もはるか に高い。 またた とえ、 とどあ るとして も、 それ は

「かわ いい」の語法 の世代間 ギャ ップを知 った上 で、誤解を避 けるために とどめているに過 ぎ

ないので ある(資 料3　 回答例51、52)。

　女 子大 生 の持つ 「か わいい中年女性」の イメー ジと して、それ ら 「近 しさ」のイメージ(回

答例 ∬)や 、 「かわ いいの男性」 のイメー ジに も含まれ る 「無邪気 さ」 「素直な感情表現」 な

ど(回 答例 皿)の 他 に、二種類の対照的な像が見出せ る。 はつ らつ と してパ ワフルな若 さあ

ふれ るイメー ジと、 おだやかで上品な慎 み深 さのイメージで ある(回 答例IV、　V)。

　 この うち、特 に前者 にはっきりとあ らわれてい るのは、年齢 を 「ハ ンデ ィキ ャップ」 と捉

え、 そ うした 「ハ ンデ ィキ ャップ」を乗 り越 えて若 さを保 っている 「か わいい中年女 性」 へ

の讃嘆 の声 であ る。若 さが素晴 らしい ものであるとい う前提 で、単 に若 いので はなく、 中年

なのにその若 さを保持 して いることへの驚 きと感動がそ こに表現 されている。後 に見 るが、

このよ うな 「かわ いい中年女性」の イメー ジは、「かわいいおばあち ゃん」における若 さ ・元

気系 のイメー ジに直接つ なが って いる。そ してそれ は、最初 に見た二っ の価値観 の葛藤の一

っの解決策 にな って いるのである。

　 さて、 もう一つ の 「おだ やかで上品な慎 み深 さ」のイメー ジであるが、これ は回答例37が

明 らかに してい るよ うに、保守 的な 「かわいい女 の子」「かわいい妻」像 を、中年期 にまで延

長 した ものであ ると考 え られ る。力強い夫 や、家 の財産な どに守 られて、世間知 らずなまま、

外への 自己主張 の必要 もな く、安心 して生活す ることので きることへのあ こがれの表現で あ

るとい って よいだろ う。もっと もそこに は、世慣れすぎて、恥 を知 らず に我儘 を押 し通す 「オ

バ タ リア ン」へ の批判 が込 め られているのも確かで ある(回 答例29な ど)。 これは、「かわ い

いおば あち ゃん、お じいち ゃん」にお ける円熟 ・謙虚系 のイ メー ジとある種つ ながってい る。

調査結果2　 　 かわいいおばあちゃん、お じいちゃんのイメージ

　では次にかわいいおばあちゃん、おじいちゃんについてみていこう。お年寄りをかわいい

と思うことのある割合は、とても高い(86%)。 また、かわいいお じいちゃん、おばあちゃん

を肯定的に捉える率 は、今回の調査で選んだ対象(年 上の男性、中年女性、両親)の 中では

最 も高 く、またその中には自分もそうなりたいと答える回答が多 く含まれている(資 料3、

資料4・5)。

　かわいいおばあちゃん、おじいちゃんのイメージで、最初に指摘 しておくべきなのは、か

わいい中年女性の場合と同様、ギャップ系、甘え系の回答の不在である。 このことの意味は

かわいい中年女性の場合 と同様であると考えられる。つまり、女子大生にとってお じいちゃ

ん ・おばあちゃんがかわいいことは、何 ら不自然ではないし、また、彼女たちが 「かわいい」

と感 じることが必然的に精神的に優位にたつということでもないということである。

　その 「かわいい中年女性」の場合と比べて、「かわいいおじいちゃん、おばあちゃん」のイ

メージとして特に目立つ のは、その愛情や幸せ、笑顔などを挙げる回答が非常に多いことで

ある(資 料4:H)。 夫婦間の愛情や子供への愛情を示す行為をあげる回答は、かわいいおと

うさん ・おかあさんのイメージでも目立って多い(回 答例は今回省略)。
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　このように愛情表現が多 くイメージとして挙が った原因 として、設問において、おじい

ちゃん ・おばあちゃんをペアにしたことの効果、そして、「かわいい」とは別に、お じいちゃ

ん、おばあちゃんという言葉それ自体のイメージなども考え られた。そこで第二回調査では

設問を、

　　「70代以上のかわいい女性 ・男性」のイメージを述べてください。 もし女性 ・男性それ

　　ぞれ別のイメージがあれば分けて書いてください

に変えてみた。その結果 「老夫婦が仲良 く手をっないで歩いている」といった、TVCMの 影

響を受けているとも思われる回答は激減 したが、しかし笑顔をイメージする回答は多数残っ

た(資 料5)ω 。

　いずれにせよ、愛情表現もまた素直な正の感情表現の一つであると考えられ、それが特に

両親や老夫婦の間で、また肉親の間で行われる場合には、性と無関係の純粋さが印象づけら

れ、「かわいさ」としてうっるものと推測される。

　では、 ここから先、資料4で あげた分類の順番に従 って見ていこう。

　愛情表現以外の、無邪気さ、一生懸命、天然ボケなど、ヒューマニズムを連想 させる項目

が並ぶのは、 同年代あるいはそれ以上の男性や中年女性などの場合 と同様である(資 料4・

5:皿)。 しかしそのなかで、天然ボケに関しては、老人性痴呆症との関係で別の意味が加わ

る。こうした 「ぼけ」を 「かわいい」として価値化するのは、最初に見た価値観A・Bの 葛

藤の解決に寄与するかもしれないか らである。「ぼけ」を 「かわいい」として価値化 している

ものの うち、その一部は資料5回 答例14の ように慎重な態度を見せているが、「かわいい」

と言うことを 「とどめることがある」あるいは 「つねにとどある」 としているのは半数程度

でしかない。残 り半数の 「とどめない派」にとってはすでにそうした葛藤は葛藤でなくなっ

ているものと考えられる。

　次の 「のんびり ・穏やか系」「ほのぼの系」(資料4・5:IV)に いたっては、「老人力」的性

格は明 らかで、老いによる思考 ・行動のスピー ドの低下をはっきりと価値化 している。 ここ

で価値観A・Bの 葛藤は完全に解消される。その価値化は、回答例の 「見ていて心が安 らぐ

感 じがする」「ああいいなあ」「大好き」などのコメントからも明 らかである(資 料4:回 答

例U19、　21、　22)o

　続 く 「弱 さ系」でも、 コメントの 「見ていてほのぼのとしたあったかい気持ちになる」な

どから、ほぼ同様の意味合いがあることが見て取れる(資 料4:回 答例26)。

　 次の円熟 ・謙虚系は、「かわいい中年女性」の上品で控えめ系のイメージと連続 しているよ

うでいて、どこかに跳躍があるともいえそうだ。その 「かわいさ」は単なる慎みをっきぬけ

ている。それは、賢者のかぶ る愚者の面なのである。これもまた、価値観A・Bの 葛藤の解
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決の一つ の姿 といえよう。資料4の 回答例29は 、禅の公案にあ らわれる伝説の高僧を思わせ

る。弟子の悟 りを助けるために、愚者を自然体で演 じて見せるその姿に 「かわいさ」が重ね

られているのである。

　最後の若 さ・元気系については、 「かわいい中年女性」 の若さ系をそのまま引き継いでい

る。そこで述べたように、このイメージにおいて年齢はハ ンディキャップの役目を果たして

いる。高齢 という重いハ ンディキャップを背負った老人にとって、ほんのちょっとした 「若

さ」でさえもが賞賛の対象 となる。老人の 「若さ」は、若い人間の若さとは、まったく意味

も重みも異なるのである。 このような相対評価の導入によって、価値観A・Bの 葛藤は見事

に解決 される。

結 　 　 　 論

　この調査は、最初の作業仮説に重要な修正を加えた上で、それを支持する結果となった。

　すなわち、「かわいいおばあちゃん ・おじいちゃん」 という概念は、「賢者」としての老人

(価値観A)と 「厄介者」としての老人(価 値観B)と いう二つの価値観の葛藤の止揚を確か

に導いている。 しか し、 その方法はかならずしも、老人を子供に見立て、保護対象として価

値化する、というようなものではなかった。その葛藤の解決は、「かわいい」の多義性により

さまざまな方略に委ね られていることが明 らかとなった。それは、おだやかでほのぼのとし

た、周囲に心の安寧をもたらす老人の姿であり、また、「かわいさ」という仮の姿に身を委ね

ることによって、その秘められた知を伝える老人の姿であり、あるいはまた、年齢というハ

ンディキャップを乗 り越え、若さを保ち続ける老人の姿であった。 このようなイメージによ

り、「かわいいおばあちゃん ・おじいちゃん」という概念は価値観A・Bの 葛藤に止揚をもた

らすのである。

　またその一方で、多 くの女子大生にとり 「かわいい」 という感情は、年齢性別を問わず、

どのような対象に関 しても、その無邪気さ ・一生懸命 さ ・純粋な愛情 ・素直な正の感情表

現、そ してユーモアなどといった、人間性の発露に出会 った時に感 じられる思いであること

もわかった。多 くの女子大生にとり、このような意味こそがおそらく 「かわいい」の第一義

であり、ゆえにそこには、子供に対 して接する時のような精神的優位 は存在 しない。あるの

は、美 しい ものにふれたときと同様の喜びの感情なのである。

　 もちろん このような意味での 「かわいい」の対象は、年齢性別を問わないため、それは老

人であることもあるだろう。 しかし、それはたまたま老人であった、というだけのことであ

るので、今回の仮説には直接関係 しないように思われる。ただ し、軽度の老人性痴呆症が、

我々の考える 「純粋な人間性」を引き出 しているということは十分考えられよう。そのよう

な意味では、こうした 「かわいい」もまた、価値観A・Bの 葛藤の止揚に役立っているといっ

て もよい。
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　ただ し、「かわいい」 に このよ うな機能 があ る、 という ことと、 この ような機能が 「原因」

と して、その結果、 こ うした 「かわいい」概念が流通 した、 というこ ととはまた別 の ことで

あ る(Elster　 1983)。 ゆ えに本テ ーマにおける次の課題 は、 このよ うな 「か わいい」概念 の成

立期 につ いて調査 し、「かわいい」概念 のそのよ うな機能か ら、伝播 にいた るフィー ドバ ック

が存在 したのか、 とい うことを明 らかにすることであ る。

註

(1)か わ いいという言葉の使用に関 し、若い女性の語彙の貧困さを指摘 した一つの例 としてStit

　　 (1999)が ある。また、「むかつく」という言葉に関しての同様の指摘は斎藤(1998)が 行 って

　　いる。女子大生に特徴的なヴォキャブラリーについては、小矢野(1993)を 参照。

(2)こ の仮説の基礎にあるのは、ゴフマン的な意味での機能主義である。 ゴフマンは 「当惑」とい

　　 う論文の中で、役割葛藤による社会秩序のゆらぎが 「当惑」という感情によって解決される、

　　という 「当惑」の潜在的機能にっいての仮説を提出しているが、本稿の仮説 も彼の理論をその

　　基礎 としている(Goffman　 1967=1986)。

(3)こ の 「老人力」は、老人のぼけや記憶力低下などをより積極的に評価する概念として赤瀬川に

　　より提唱されたが、その後、まだまだ元気な老人の 「若さ」という意味での 「誤用」が増えて

　　 きた。 しかし赤瀬川 自身はこの 「誤用」について特に問題視はしていない。本稿の分析対象で

　　ある 「かわいい」同様、「老人力」もこうした多義性によって、その潜在的機能を拡大 している

　　ように思われる(赤 瀬川　 1998a、1999　 b)。

(4)こ のCM(ラ イオン・チャーミーグリーン)の 放映時期は両調査の時期に比べてかなり古 く、

　　第一回と第二回の調査の時期が3ヶ 月ずれたことの影響はほとんどないはずである。
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資料1:予 備調査一回答例

1　 かわいさと介護の喜び

　「専門職業人 としてその都度の言葉づかいに気を遣いますが、子供に接するように頬や頭

をなでたり、思わずかわいいといってしまうこともあります。老人の介護や看護に携わると

き、その仕事の過酷さ(ち ょっと汚いことが多い)を 克服するためには、お年寄りをかわい

いとお もえる気持ちがないととてもやって行けないように思います」1

H　 介護場面での子供的扱い

　「実際に臨床では高齢の患者 さんに対 して 「幼い子供」のように接 してお られる看護婦さん

をみかけることがよくあります し、友達が実習で93歳 の患者 さんを受け持 ったときも、かわ

いいと言 っていました。他の病院はどうなのかわからないのですが、わたしのかよう学校の

付属病院では、患者さん、 ことに高齢の方に関してはほとんどの看護婦さんは敬語を使 って

おられないです。わたしの地方の方言を交えないと老人には、 うまく意思が伝わらないから

だろうかとも思いますけれど」2

皿　子供的イメージ

　「痴呆のある方の法が可愛いおばあちゃん……と言われる事が多いように思います。変な

プライ ドとか邪魔なものが取れてとても無邪気にいい笑顔を見せて くれたりします。子供の

頃に帰って しまうようで、夢中になって刺 し子やお手玉をするしぐさや、 ほあて欲 しそ うに

している姿がちいさい子供のようにみえて抱きしめてしまいたくなるほどかわいいことがあ

ります」3

IV　子供のかわいさとの違いを強調

　「私も失礼な意味 じゃな くかわいい人だなあ、と思えるご年配の方々と接 してきました。こ

こでいう 『かわいい』はあんな風になりたいなという尊敬やあこがれの意が少 し入 っていま

す。決 して幼い子供に対 して抱 くかわいいとは別物です」4

　「かわいいというのは、赤ちゃんをみて感 じるような"か わいさ"で はありません。もっと

根源的なものです。いとおしい、慈 しみ、せつなさ、などが入 り混 じったものです。。たとえ

ば年配の患者さんが、食事介助のとき 「あなたはもうご飯を食べたの?』 と看護者への気遣

いをされたときなど、人間として根源的な感情をもちます。年配の方を幼児扱いにして、感

じるようなかわいさではありません」5

　「私 も、(上 記の回答例4、5に)同 感です。幼い子を見ての"可 愛い"と 、年配の方に感

じる"可 愛 らしさ"は 全 く別のものです。おじいちゃん、おばあちゃんに対 して、"可 愛い"

と思 うときは、どちらかというと、自分たちを孫のように可愛がって くれる時でしょうか。

あと、何事にも、ニコニコと笑顔を絶やさない方。老人性痴呆症により、幼児化 した方々も
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時々可愛 く思える時 もあります。で も、これは看護者(い わゆる他人)だ か ら、言えること

なのかも知れません」6

　「かわいいと思 うときはや っぱ りあります。子供に関する感情 とは確かに違います。いろん

な時がありますが、例えば 『ご飯を食べないと死んじゃうよ』 といっ もいっている患者さん

がご飯やおやつを前にして、とても喜んでいる時、食べたいか ら一生懸命なんだなあと思っ

たり。就寝のお薬を持 っていったら、すごい方言で 『おまえ様 も休みなさい』 とベッドをつ

あて くれたり。でも、これは看護婦だから言える台詞で、家庭の方にとっては問題行動の一

つにすぎないのかもしれません」7

資料2:同 年代あるいはそれ以上の、かわいい男性のイメージ

　　　 (カッコ内はそうした思性に対する回答者の個人的意見)

1　 外 面的イ メージ(基 本的に不変の属性、評価 は肯定的が多 いが、無関心 ・否定的な ども

　　あ りさまざ ま)

　 「童顔(→ 好 き)」1、 「顔がかわい らしい(→ 好 きです)」2、 「背 が小 さ くて動 きが大人 っ

ぼ くな い(→ 自分 自身そ うい うタイプなのでかえ って年相応 よ り良 い)」3、 「色 白、女の子

みた い(→ いい と思 う。見 ていて心が和む)」4、 「背が低 くお もしろい　 ち ょこまか動 く(→

いいと思 う)」5、 「童顔、女性で も着 れそ うな服を着 ている。 とにか く外見 でのイメージの

みで内面的 なイ メー ジは うかばない。 内面的 に 『かわいい』 のは単 に女 っぽいだけ(→ 別 に

いいけど、 あま りかわ い くあって ほしくない)」6、 「どち らか とい うと小 が らで童顔 な優 し

い感 じ(→ かわい いと思 うだ け)」7、 「ち っち ゃくて、動 作がかわいい。 わ らいかたがコロ

コロ してい る(→ なでて あげたい)」8、 「小柄 であ る。 目が大 きくて くりくりしている(→

特 に何 とも思 わな いけど、かわいいのは魅力 の一つで しょう)」9、 他 、童顔 ・小柄 ・女性的

外見 を指摘 す るもの多数

H　 内面のイメージで、自分(回 答者の女性)に 向かうもの、主に属性的で、評価は一例を

　　除き全て無条件肯定)

　「甘え上手で少 し頼りないっぽいカンジ(→ 全然いい。好きになることもある)」10、「女に

対 して自分をよく見せたがり、その様子が見え見え。強がっていても実は臆病。さびしがり

や。悩みを抑えきれなくて慰めを求める。素直(→ 好き。)」11、「甘える小犬のような感 じ

一35一



教 育 ・社 会 ・文 化 研 究 紀 要 　 　第7号

(→愛 お しい)」12、 「甘 えん坊 　 さみ しが りや　無邪気　素 直(→ 大好 き。守 ってあげた くな

る。母性本能 を くす ぐられ る)」13、 「甘 えて くる(→ 大 スキ、い じあてみ た くなる)」、「子供 っ

ぽい、 自分 に色 々たずねて くることがある人(→ 良 い ことだ と思 う)」14、 「物 を聞 くとき喜

んで答 えて くれ る(→ 良 い と思 う)」15、 他 、甘 えを指摘す るもの多数　例外:ギ ャップ系/

一 時的:「 ふだん しっか りしているのにふ っとわがままにな った り
、甘 えた りす る人(→ か

わい らしい)」16、 「甘 え るよ うな仕草 や初々 しい表情(→ 人 はい くっにな って もかわい ら し

さがあ っていい と思 う)」17、 条 件付肯定:「 自分に甘 えて くる(→ それはそれな りにいい け

れ ど度が過 ぎるときもちわ るい)」18

皿a　 内面 のイメージで、他 の対象 に向か うもの、属性的(無 条件 肯定の場合)

　 「こどもっぽい人、に くめない感 じの人(→ 大変良 い)」19、 「天然 ボケ した りボーと して い

る人(→ いいと思 う)」20、 「にこに こ笑 える人、無邪気で のびのび して る(→ す ご くいい)」

21、 「照 れてい る顔 とか(→ 結構好 きなタイプ)」22、 「いたず らっ子(→ 仲良 くな りたい)」

23、 「恥ず か しが り屋 とか甘 えん坊。ちょっと女 っぽい(→ け っこう好 き。母性本能 を くす ぐ

る)」24、 「ぶ きよう(→ スキ)」25、 「お も しろい。一生懸命 や って いる(→ いい と思 う)」26、

「人の ことを思 ってす ぐ泣け る人 。人 を大事 に して くれ る人。 笑顔が かわいい人。(→ 女 とし

て母性本能 を くす ぐられ る ものが ある)」27、 他、 子供 っぽ さや純粋 さを指摘 す るもの多数

皿b　 内面 のイメー ジで、 他の対象 に向かうもの、 属性的(条 件付 肯定あ るいは無関心 の場

　　 合)

　 「む じゃき(→ 普段の イメージと違 う人が、 たまにむ じゃきになるの はいいと思 う)」28、

「少年 のような目を して いる人(→ 基本 的には好 きな方だ けど、 や は り頼 れる男性 の方 が良

い)」29、 「無邪気 な人 とか、 おち ゃあな人(→ いつ もいつ もかわ いいわけではな く、時折 か

わい さがふ と感 じられ る人 は、人間的に魅力が あると思 う。)」30、 「子 ど もみたいに甘 えん坊

でやんち ゃ、少年 みたいなイ メー ジ(→ 時々かわいいのはい いけれ ど、 いっ もいっ も子 ども

みたいだ と頼 りない と思 って しまう)」31、 「何 かを一生懸命 してい る(→ 何 も思わ ない)」32、

「小 さな ことに こだわ った り、なんで もないよ うなことが嫌 いだ った り、苦手 だ った りす るこ

と(→ ふ うん、そんな ところがあ るんだ って思 うだ け)」33、 「ち ょっとした ことで スグに顔

が赤 くなる(→ 何 とも思わ ナイ)」34、 「女 の子 っぽい感 じの人(→ 友達 な らいいが付 き合 っ

た りは した くな い)」35

IVα　 内面 のイメー ジで、他の対 象に向か うもの、一時的で特 にギ ャップを強調 しな い、評価

　 　 はさまざま

　「何 かがで きない とき(→ そ っちのほ うがい い。好感 があ る。)」36、 「一生 けんめいな感 じ

が伝 わ って くる とき(→ よいと思 う。うらや ましい)」37、 「ひ っしに何 かを して いる姿 　笑 っ

ている姿(→ 好 きと思 う)」38、 「他人の言葉 に一喜一憂 してい るとき(→ なに も思 わない)」

39、 「子供 みた いにひたむ きにな っている(→ 頼 りない)」40、 「何 か に急 に夢 中にな って子供
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のよ うにな るとき(→ 良 いが頼れ る人で もあ ってほ しい)」41

IVβ　 内面 のイメー ジで、他 の対象 に向か うもの、一時的で ギ ャップを強調

　「いっ もは しっか りして る男性 で も、 ち ょっと した拍子 にあわて たりす るときに"か わ い

い"と 思 った りす る　 そんなカ ンジ(→ 時々"か わいい"と 思 える程度 な らばいいけど、 そ

れが いっ もいつ も"か わいい"と 思 えるような男性 はいや)」42、 「ときどきそ うい う部分 を

見せ る人(→ いいと思 う)」43、 「その人が常 にかわいい とい うので はな くて、 ち ょっとした

行動 が子 供 っぽい(→ 特 にバカに しているつ もりはないです)」44、 「一 見かな り男 らしいの

だが、時折 口にす る言動 がや けに子 ど もっぼか った りとア ンバ ランスが感 じられ る男性 は私

は 『かわ いい』 と想像 す る(→ 肯定 的です)」45、 「いっ も 『かわいい』 と感 じられないひ と

こそ、『かわいい』ときが ある。例 えば何 かち ょっと失 敗を して言い訳を して いる時 とか、い

っ もは大人 っぽい人 が 『いやだ!』 とわがまま っぽ さを出 した時な ど(→ 良 う しいと思 う)」

46、 「見 た 目はこっっ い人(っ てゆ一か、男 らしい人)が 、っ ま らない ことで怒 っている時、

かわ いいと思 う(→ 常 にかわ いい男性 はあま り興味がな い。男 ら しい人 にか わいい時があ る

ことが スバ ラしい)」47、 「見 た目やイメー ジとは違 う子供 っぽ い行動、 しぐさをす る人(→

子供 っぽいに も限度が あるが、少 しな らその人 のいいところと して受 け取 れる)」48

その 他(少 数 意見)

　 「ゆず とかSMAPの か とり しん ごとか(→ 大変良 い)」 「甘 い ものが好 きな男性(→ 年下 に

思 える)」49、 「パ フェ ・ケーキが好 きな人(→ タイプではない。 けどそ うい う面 を持 ってい

る人 は好 きだ)」50、 「考 えている ことが手 にとるよ うにわかるやっ(→ 男 って子供 ね…、私

の好 み じゃな いわ　 フッ)」51、 「行動がの ろい(→ 好 きではない)」52、 「清 潔感 が在 り、 ど

こか親近 感の ある人(→ 他人 として見て いるぶんには良 いが、夫 であればかわいいだけでは

困 る)」53、 「自分 の仕事 やすべ きことはきちん とこなせ る人 で気取 りのない人(→ 個人 的に

はわ りと好 きで ある)」54

　 　 資料3:か わ いい中年女性 のイメー ジ

(カ ッコ内はそうした女性に対する回答者の個人的意見)

1　 外 面的 イメー ジ

　「ち ょこち ょこ して る。小柄。明 るい(→ 肯定 的に思 う)」1、 「小 さい。若 々 しい。気 も若

い。お しゃれ(→ あん なにな りたい)」2、 「若 づ くりなの に、若づ くりに見え ない(→ そん

な風 にな りたい)」3

　他、小柄、高 い声 を指摘す る回答な ど。

H　 内面的イメージ(距 離を感 じさせない系)

「考え方が若い世代と共通するところがある(→ いいと思 う)」4、 「私たちと同じようなコ
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トを考 えている。 自分 を若 い と思 って いる(→ 私 もそうな りたい)」5、 「お っち ょこち ょい

だ った り、年下 の私 とかにあやまるとき(→ 良 いと思 う)」6、 「自分 と同 じレベ ルでよ ろこ

んだ りして るとき(→ 近 づ きやすい)」7、 「気 さ く(→ 話す のが楽 しくて スキ)」8、 「大人

ぶ っていない(→ 自分 もそ うな りたいと思 う)」9、

皿　 内面的 イメー ジ(「 かわ いい男性」「かわいい老人」 にも共通す る普 遍的肯定要因:無 邪

　 　気 ・天然ボ ケ ・笑顔 ・素 直な正の感情表現 ・一生懸命 など)

　 「いろいろなことに無邪気 に反応で きる(→ 若 ぶ ってるん じゃな くて、ほん とに自分達 と同

じよ うに夢見 てた りす る人 はす ごくいいと思 う)」10、 「す なおに恥 ずか しが った り、 よろこ

んだ りす る(→ よ いと思 う)」11、 「明 るく笑顔 の魅力的な女性(→ 人柄 の良 さが あっての 「中

年 のかわいい女性』 なので好 ま しいと思 う)」12、 「笑顔が かわいい(→ す ごくいいと思 う)」

13、 「おち ゃあな人 、チ ャー ミングな人(→ と くを して ると思 う)」14、 「天 然 ボケ(→ いい と

思 います)」15、 「一 生 けんめ いな感 じが伝わ って くるとき(→ よい と思 う。 うらやま しい)」

16

　 他 、 感情 表現 の素直 さ、天然 ボケなどを指摘す る回答 など多 数。

IV　 内 面的イメー ジ(は つ らつ ・若さ系)

　 「気分 的に若 い、パ ワーがある(→ いいかん じ　 オバサ ンよりはいい)」17、 「年 のわ りには

話だ いとか、若 い話 をす る(→ 良 いと思 う)」18、 「明 るくて、 ミーハ ーな人(→ とて もいい

と思 う)」19、 「流行 に うま くの っていける」20、 「活発。若 々 しい。無邪気 さが ある(→ 自分

もそ うなりたい)」21、 「女 らしく、思 いっ いたことをス グに行 動 に うっす人(→ いい)」22、

「年 とって も若 さを忘れてな く、洋服やお しゃれに も気 をっ か ってい る(→ 全然 いい)」23、

「中年 にな って も若 々 しい女 性。ハッラッとして笑顔が素敵な女性(→ 私 もそ うな りたい と思

う)」24、 「生 き生 き して、 に こにこ して、 がん ばってい る(→ 中年 にな って もかわい くあ り

たいと自分 自身 も思 う)」25

　 他 、「心 の若 さ」を指摘す る回答など多数。

V　 内面的 イメー ジ(上 品、控 えめ、すれてない系)

　「おだやかでひかえ めでや さ しい人(→ とて もいいと思 う。かわ い らしさがあ った ほうが好

印象)」26、 「恰好 がかわいい とい うわ けで はな く、性格、つ ま り中味 が長 い間生 きて きたの

にど こか、大人 にな っていない、 すれてない部分 と合わせ もっ女性(→ とて もチ ャー ミング

だ と思 う)」27、 「ひがみ っぼ くない(→ いい と思 う)」28、 「人が とて もい い。 いはゆる"オ

バ タ リア ン"で はない」29、 「ず うず うしくな く、協調性が ある」20の 続 き、「高 い声、 ひか

え 目(→ 別 に構 わな いと思 う)」30、 「理屈 っぼ くな く、 ニコニ コとしていて、 ほが らか な人

(→ 自分が中年 にな った らそ う思われたい)」31、 「お っとり して る人(→ うらやま しいと思

う)」32、 「女 らしい、上品、ニ コニコしてる人(→ そんな人 にな りた い。中村玉緒)」33、 「旦

那 さんのたあに常 にきれ いで いようと努力 してい る。ex.化 粧 ・服装 など(→ いい と思 う。自
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分 もかわ いいおば さん、お ばあちゃんにな りたい)」34、 「古風 な イメージ(→ バ カっぽいの

はマ ズイけど程良 ければ憧 れる)」35、 「少女 の部分を残 して いる(→ 理想的 だと思 う)」36、

「金銭 的 に夫 に依存 してい ることを疑 問に も不快 にも感 じない。 家族 が気持 ちよ く暮 らせ る

ようにす ることを生活 の目標 に して いる。社会 につ いて無知。苦悩 の しわが きざまれ ていな

くて若 々 しい(→ そん なふ うにな りた くない)」37、 他 、で しゃば りす ぎず、控 えめで あるこ

となどを指摘 す る回答 など多数。

少数意見1(甘 え 系)

　 「あ まえ たな人(→ 『こわい』 よりいい)」38、 「明 る くはっ らっ と して いて、 お しゃべ り。

声高 い。 甘えん坊。(→ いい と思 う)」39、 「おばちゃんのわが まま(→ いいと思 う)」40

少 数 意 見2(ギ ャップ系)

　 「話す ことが(い っ もは しっか りしてる人 で)時 々子 ど もっぽ くおち ゃめなひ と。おばさん

ぽ くいやみ を言 わない人(→ いい と思 う)」41

少数 意見3(批 判 的)

　 「幼 い(→ 何 ともいえない)」42、 「ない(→ ぜ ったいにか わいいなんてあ りえない)」43、

「な し(→ 気持 ち悪 い。 そんな こと思 わない)」44

少 数 意見4(円 熟 系)

　 「た くさんの経験 を して きたか らこそ、幼 い子のよ うに鋭 い感性 を もっている人(→ とて も

あこがれる)」45、

その他、人名 な ど

　 「岡江久美子 とか(→ そ うな りたい もんだ と思 う)」46、 「朝岡雪路 さん(→ ず っとそのまま

でいて ほしい)」47、 「風吹 ジュンさん(?)み た いなイメージ」48、 「浅 田美代子 嘉年齢を感

じさせない人 って イメー ジ(→ 自分 もそうなりたいと思 う)」49、

付:か わい いということを とどめる ・とどめないことにつ いて

　「女性 がかわいいの は喜 ば しいこと。言 いま しょう」50、 「かわ いいとい うことを言 って も、

そのニ ュア ンスを正 しく受 け止めて くれそ うな人や、雰囲気で決め ます」51、 「今の若 い人 が

使 う 『かわ いい』 と、年 配の入が使 う 「かわいい』 とではニ ュア ンスが違 うと思 うので、 お

ば さん に 『かわいい』 といって喜 ばれないよ うなきがす るか ら、いわない」52

資料4　 かわいいおばあちゃん ・おじいちゃんのイメージ(第 一回調査)

　　　　　 (カッコ内はそうした老人に対する回答者の個人的意見)

1　 外 見 的イメー ジ

「ち っちゃい人(→ いい と思 う)」1

そ の他、 小柄な ど
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H　 内面的 イメージ(愛 情 ・しあわせ系)

　 「子供、孫、あ るいは猫や犬 などの生 き物 に愛情をそそげ る人(→ 大人 にな って いろいろな

経 けんを した人 こそ、 その経 けんの結果かわい くなれ た らす て きだ と思 う)」2、 「誰か にた

い して一生懸命 いい事 を してい る時(プ レゼ ン トを選んだ りな ど)(→ あ あ いう風 になりたい

し、 自分 の親 に もな って ほしい)」3、 「夫婦仲良 くしている。 明 るく楽 しい老後 をお くって

い る(→ 幸 せな老後 をお くっているな らいいと思 う。人 に迷惑 をかけない程度 に残 りの人生

を楽 しめばいい)」4、 「いつ もにこにこ して孫 をとて も可愛が ってい る」5、 「二人で仲良 く

手 をっないでいた り、 お互 いを大切 に して いそ うな とき(→ とて もい いことだ と思 う。私 も

かわいいおばあち ゃんにな りたい。)」6、 「お じいちゃん おばあち ゃんが仲良 く歩 いて いる

(→ 自分 もあん なふ うにな りたい と思 う)」7、 「優 しい人(→ 良 い。 そ うい う老後が送 りた

い)」8、 「その人 のや さ しさとかが、 かわ いい とい うイメー ジにな る(→ 年 の功 のせ いで物

知 り)」9、 「楽 しそ う。 笑顔 がいい。人生を楽 しんでいる(→ 幸せそ うで いい と思 う)」10、

「に こにこ してる(→ ほほえ ま しい)」11、 「あの さん まのか らくりTVに で るよ うな人。 ビデ

オ レターを見て るとかわ いい(→ とて も魅力的であ る)」12

　 「老夫婦 が手 をつ ないで」 とい うイメー ジは頻 出。CMの 影 響 によ るものか。ほか 「に こに

こ ・笑顔」 「やさ しい」 とい う言 葉 も非常 に多 か った。

皿　 内面的イメー ジ(一 生懸命 ・無邪気 ・天然ボケ系　子供 のイメー ジを含 む)

　 「自分 の趣味 に楽 しく打 ち込 んでいる(→ 将来そ うな りたい と思 う)」5の 続 き、「一生 けん

めいな感 じが伝わ って くる(→ 良い と思 う。 うらや ましい)」13、 「子 ど もみたいには しゃい

で いるとき(→ とて も良 い。 うれ しくな る)」14「 子 供 にか え った ような無邪気 な人(→ 自分

が ちえ をわ けて もらうとき もあるし、相手 を してあげてい ると思 うとき もあ る)」15、 「ボケ

て いるところ(→ ご長寿早押 しクイズ)」16、 「さんまのスーパーか ら くりTVの 長 寿 クイ ズ

の じ一ちゃん 　ば一ちゃん(→ あんな風 に年 をとってず っと過 ごせ た ら最高!)」17

　 素 直、無邪気、一生懸命 の語多 し。天然 ボケ系 もいくっか。 ただ し 「ぼけ」 とはい って も

重度 の痴呆症 をイメージ したよ うな ものはない。

IV　 内面的 イメージ(の んび り ・おだやか系)

　 「おだやかなお じい さん(い いと思 う)」 「温和な イメー ジの人(→ 好感 を持 つ)」18、 「動 き

がゆ っくりとしていて、笑顔 がたえな い、 ほのぼの した感 じ(→ 見 ていて心 が安 らぐ感 じが

する)」19、 「ひなたぼ っこを して る(→ いい年 の取 り方 を していい と思 う)」20、 「縁側に ち ょ

こん と座 って、お茶 をすす っている、お とな しい感 じ(→ ああいいな あ)」21、 「なんで もゆ っ

くりしていてのんび りで心 が広 くてあ たたかいイメージ(→ 大好 き)」22、 「いっ もにこにこ

していた り、穏 やかな表情 を しているとき(→ 大好 き)」23、 「ほのぼの して いる。見て いて

ほっとす る。小柄、優 しい」24、

　 他 「のんび り」 「ゆ っ くり」「縁側」「ひなたぼっこ」 多 し。
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IV'内 面 的イメー ジ(弱 さ系)

　 「ちいさなかん じ、た よりなげ(→ 親近感がわ く)」25、 「細 くて弱 々 しいお じいちゃん とお

ばあち ゃんが よ りそ って歩 いている(→ 見て いてほのぼのと したあったか い気持 ちにな る)」

26、 「よろよろ して守 って あげた い。 目が くぼんでク リク リ」27

V　 内 面的イ メー ジ(円 熟 ・謙虚系)

　 「笑顔 でむ っちゃ礼儀正 しい人(→ いい と思 う)」28、 「怒 るときの しわよ り、笑 うときの し

わの ほ うが多 い。 あた たかみのあ る顔 を していっ もに こに こしてい る(→ かわいい老人 は優

れた内面 が長年 の謙 虚 さ、深 い愛情 、老人 になってか ら身 にっいた こだわ りのな さでか くさ

れて いるのだ と思 う。徳 のある人だ と思 う)」29「 に こに こしていて、ふ っくらしていて、や

さ しくて、親 し く話 して くれる人。理屈 っぽい ことや昔 っぽい説教 を しない人(→ かわいい

おばあち ゃん にな りたい)」30、

VI内 面 的イメー ジ(若 さ ・元気系)

　「考 え方 が若 い人 と共通す る部分 があ った り前向 きだ った り、色 々な ことにチ ャレンジし

た りす る人(→ い いと思 う)」31、 「活発 ・無邪気 さを持っ(→ 自分 もそ うな りたい)」32、 「年

を取 って も着 かざ ってお しゃれに してる人」33、 「(かわいい中年 の女性同様)や っぱ り心が

みずみず しくて若 々 しか った りする(→ 私 もそうな りたい)」34、 「昔 の考 えばか りにと らわ

れな いで、新 しい考えや世間の流 れを素 直に受 け入 れ、 いろいろな ことにチ ャレンジして い

る人。 いつ もニ コニ コ して いて優 しい人(→ 素敵だ と思 う。私 もかわいいおばあち ゃんにな

りた い)」35、 「少 し強気 な人、またはいつ も笑 ってい る人(→ いい と思 う)」36、 「健康 そ う

な人、素朴 な人(→ そ うい う人たちが増 えてほ しい)」37

少 数 意見

　「お っち ょこち ょいを して しまった とき(→ ほほえ ま しい)」38、 「失敗 して しまった ときに

あ りゃあ りゃや って しもた とゆっ くり した スピー ドで はずか しが って いるとき(→ いろいろ

な人 に受 けが良 くや さし くして もらえ るか ら得だと思 う)」39、 「かわ いいとは思 いますが、

中年 の男性 ・女性 のかわい さとはまった く別の ものです。 あま り身近 にか わいいとは感 じま

せん(→ 良 いと思 い ます)」40

そ の 他(人 名 など)

　 「キん さん ギ ンさんみたいな人(→ スキ)」41、 「スプー ンおば さん、ちびま るこち ゃんのお

じいち ゃん(→ いいと思 う)」42、 「背 を丸 あてあみ もの していた りす る姿(→ かわいいお じ

いち ゃん、 おば あち ゃん は家族の中で大切 にされてそ う)」43
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資料5:70代 以 上のかわ いい女性 ・男性 のイメー ジ(第 二回調査)

　 　 (カ ッコ内はそうした70代 以上の人に対する回答者の個人的意見)

1　 外 見的イメー ジ

　「女性:白 髪を ひっっ あ髪 に した小 さな典型 的なおばあ ちゃん、男性:縁 側 でぼんや りし

てい る、やせたお じいちゃん(→ かわいいお年 寄 りを見 るとそ ういう風 に年 を取 りたい と思

う)」1、 「よぼよぼ(→ そのよ うに老 いたい)」2、 「小 さい、片 仮名の発音が悪 い(→ よい。

自分 もそ う言われた い)」3、 「顔 がほが らかで丸顔、背 は低 い」4

H　 内面 的イメー ジ(愛 情 ・しあわせ系)

　 「笑顔、優 しい(→ 好意 を持 ちます。 自分 も将来 そ うなりたいとい う気 持ちにな ります)」

5、 「女性:自 分 の夫 の こととか を、幸せ そ うに話 す人(→ とて もいい)」6、 「平和 そ う。笑 っ

てい る(→ 素晴 らしい)」7、 「小 さ くって笑顔 の良 い人。 いつ も笑顔で人間性 がで きて いる

(→ こん な風 にな る)」8、 「結婚 しているお じいち ゃん とおばあ ちゃんが手 をっないで いる

(→心が暖 ま るし自分 もそ うな りたいと思 う)」9

他 、笑顔 を指摘す る回答多数。 しか し、「老夫婦が手 をっないで歩 いている」 とい うイメー

ジは他 に1つ(「 チ ャー ミーグ リーンの昔 の宣伝の ようなお じい さん とおばあ さん。に こやか

で元気 で明 るいイメージ(→ いいと思 う)」10の み。

皿　 内面的 イメ ージ(一 生懸命 ・無邪気 ・天然ボケ系、子供 のイメー ジを含む)

　 「ちびま るこのお じいち ゃんみた いな人。 プ レゼ ン トを もらった時に ドキ ドキ してい る人

(→ アル ツハイマーは軽 ければ"か わ いい"の 対象 になるか も。お もしろい し)」11、 「素直 で

にこに こ している(→ 年 をとった らかわい くな るべ きだ と思 う)」12、 「年 をと って も若 いと

きの趣 味を楽 しんで夢中 にや っている人 〔例 えばゲームとか一生懸命 や って る人〕(→ 男女間

わずい いなと思 う)」13、 「テ レビのクイズ番組 な どで本人 は真剣 だが的外 れな答 えを言 った

りす る(→ 私 はこのよ うなイメージを もつが、それ は"老 い"で 起 こることか もしれないの

で、「かわ いい』と感 じるの は失 礼で はないか とも思 う)」14、 「さんまのか ら くりTVの ご長

寿 クイズの ボケ解答 をす る感 じ。『ああ もう、 フ フ」(→ 男女 とも良 いと思 う)」15、 「行動 が

おも しろい人(→ 年 をとって もかわいいと思われ ることはいい と思 う)」16、 「自分 で自分 の

ことがで きない赤 ちゃん のようなイメージ(→ おち ゃめでいい と思 う)」17、 「子供 のよ うな

ところ(→ すて きだ と思 う)」18

IV　 内 面的 イメ ージ(ほ のぽの系)

　 「ほのぼの。 しゃん と して ない方がいい(→ かわいいとちほ うはちが うと思 う。しい とかわ

いいもちが う)」19、 「ほのぼ の した人、優 しさが顔に出てい る人」20、 「ほのぼの してい る人

(→好 き)」21
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小 原:「 かわいいおばあちゃん」

な ど、「ほのぼの」 の語、非常 に多数。 「のんび り」 は見 られ なか った。

V　 内面的イメージ(円 熟 ・謙虚系)

　「謙虚な感 じでおだやかであったかい感 じがする人」22、 「明るく前向 き、自分の失敗を笑

える人(→ 自分 もそのように歳を重ねたいと思う)」23、 「年をとってることに対 してえらぶ

らない人(→ 女性:絶 対 こんなばあちゃんになりたいと思 う。男性:若 い時どんな人だった

んだろう。戦中を生きてきてよくこんなかわいくなれたもんだ)」24

VI内 面 的イメー ジ(若 さ ・元気系)

　「自分で健康 とか に気 を使 ってウォーキ ングとかを して る人(→ 自分 が年 を とった らそ う

な りたい)」25、 「い きいきと して る」26、 「元気、なに ごとに もやる気 がある(→ こういう風

に年 を とりたい なと思 う。理想 的な老人?)」27、 「小 さい ・元気(→ ひ くつにな って いな い

のがいい)」28
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